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各部のなまえとはたらき（つづき） 
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安全機能 

…吸・排気カバーがふさがれていたりして、本体内部が異常に高温になったり、鍋底
の温度が異常に上がると、ブザーが鳴り、通電を停止します。 

◇過熱防止自動停止機能 
　（本体、左・右ヒーター） 

…調理中に鍋をおろしたり、位置を大きくずらすと、約30秒後にメロディーが鳴り、
通電を停止します。 

◇鍋無し自動停止機能 
　（左・右ヒーター） 

…誤ってナイフやフォークなどの金属小物や、直径の小さい鍋を載せて左または右ヒー
ターを通電すると、約30秒後にメロディーが鳴り、通電を停止します。 

◇小物検知自動停止機能 
　（左・右ヒーター） 

…揚げもの温度コントロール使用時、鍋底に約2mm以上のそりがあったり、変形し
ていると、ブザーが鳴り、通電を停止します。 

◇揚げもの鍋そり検知 
　自動停止機能 
　（左・右ヒーター） 

…トッププレートやグリルの温度が高温であることを、トッププレートの場合は表示
窓に、グリルの場合はパネル操作部に表示してお知らせします。 

◇高温注意表示 

…各ヒーターまたはグリルを使用し、一定時間経過すると通電を停止します。 
　（左・右ヒーター、中央ヒーター…操作後約45分、グリル（手動調理）…約30分） 

◇切り忘れ防止 
　自動停止機能 

…調理終了後、約45分経過すると自動的に電源ランプが消え電源を切り、待機時消
費電力を節約します。（高温注意表示を行っているときは働きません。） 

◇待機時消費電力オフ機能 

…小さなお子さまなどが触っても作動しないように、また熱を持つ中央ヒーターが作
動しないようにロックができます。 

◇チャイルドロック、 
　中央ヒーターロック 

ブザーに切り換えるときは、電源を入れ、全てのヒーターの通電を行っていない状態でパネル操作部の中央ヒー
ター操作部のタイマー を3秒間押します。「ピピッ」とブザーが鳴ったら切り換え終了です。同じ操作でブ
ザーをメロディーにもどすことができます。（この時は、メロディーが鳴って切り換え終了です。） 

・左・右ヒーターと中央ヒーターまたはグリルを同時に使用する場合は、合計の消費電力を5.8kWまたは
4.8kW（設置工事時に設定）以内に抑えるため、左ヒーターの最大火力が下がります。 

・左・右ヒーターを同時に使用し、左ヒーターを火力「12」で使用する場合は、右ヒーターの火力を「11」以下
に下げてください。右ヒーターの火力を大きくすると右ヒーターの火力が優先され、左ヒーターの最大火力が
自動的に下がります。 

・左ヒーターとグリルまたは中央ヒーターを同時に使用する場合は、左ヒーターの最大火力が自動的に下がり
ます。 

・左・右ヒーターと中央ヒーターまたはグリルを同時に使用し、左ヒーターが揚げもの温度コントロールの場合、
右ヒーターの最大火力が自動的に下がります。 

・揚げもの温度コントロールは左・右ヒーター同時には使用できません。 
・自動調理の組み合わせによっては、左・右ヒーター同時使用できない場合があります。 

■メロディー機能について 

■ヒーターの同時使用について 

使用中、本体内部の温度上昇を抑えるために冷却ファンが作動し、吸・排気カバーから吸気、排気を行います。 
・冷却ファンの作動音がしますが、異常ではありません。 

■吸・排気について 

グリル 

・焼網をセットするときは焼網の支え部をグリルの手
前にしてのせてください。 

※のせる向きを逆にすると、本体に取り付けられません。 
・受皿をホルダーにセットするときは、グリルドアやホ
ルダーの接続部に当たらないようにのせてください。 

※グリルドアやホルダーの接続部に当たってのせると、
本体に取り付けられません。また、下ヒーターに直
接のせないでください。 

 
 
※グリルドアはフロントグリルに密着するまで押し込ん
でください。 

受皿・焼網のつけかた・外しかた 

グリルドア 
とって 

受皿（消耗部品） 

受皿（消耗部品） 

焼網（消耗部品） 

焼網（消耗部品） 
支え部 

レール 

レール 

下ヒーター 

ホルダー 

グリル（1.5kW） 
（上・下ともシーズヒーター）（使いかたは30ページ） 
庫内の上部に触媒用ヒーター（300W）があります。 
※中央ヒーターとの同時使用はできません。 

魚焼き グルメ 

グ
リ
ル
ド
ア 

グ
リ
ル
ド
ア 

フロントグリル 
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左・右ヒーター／中央ヒーター 

（左ヒーターで説明しています。） 

※中央ヒーターは赤熱し、トッププレートの表面が高温となります。使用中および使用後はトッププレートの温度が高
くなっていますので、やけどに注意してください。また、絶対に可燃物をのせないでください。 

 

ご　注　意 

・火力「12」は火力が強いため、少量の食品を調理する場合、鍋やフライパンを傷めてしまうことがありますので、火
力を下げて使うことをおすすめします。 
・火力「12」は最大約10分継続使用すると、火力「11」に下がります。 
・火力「12」「11」は合計で約15分継続使用すると、火力「10」に下がります。 
・火力が強い場合、鍋ややかんの形状などによってはふきこぼれたり、蒸気が勢いよく出る恐れがあります。 
　沸とうしたら火力を下げてください。 
・調理をするときはそばを離れないでください。 
・煮込みなどで長時間ご使用時は、途中でかき混ぜるなどし、ふきこぼれや焦げつきにご注意ください。特に調理タイ
マーを使用するときは焦げつきに注意してください。 
・みそ汁やカレーのルーなど底に沈澱しやすいものを温めなおすときは、弱火でかき混ぜながら行ってください。 
※鍋底に沈澱したみそやカレーのルーなどが温まると突然吹き上がったり、鍋が跳ね上がることがあり、やけどの恐
れがあります。 

・少量の油を入れて予熱する場合は、火力を弱めにするなど、加熱し過ぎないように注意してください。 
　※油の温度が急激に上がり、油が発火することがあります。 
・鍋底の薄いもの、鍋底がそっているフライパンや鍋は、強火で予熱すると赤熱する場合があります。 

・ヒーターを切り忘れた場合は、切り忘れ防止自動停止機能が働き、操作後約45分経過すると自動的に通電を停
止します。（調理タイマー使用中は切り忘れ防止自動停止機能は働きません。） 

・中央ヒーターは、火力のコントロールや温度調節機能が働くため、ヒーターが赤くなったり消えたりすることがあ
りますが故障ではありません。 
　（『強火』の場合でも温度調節機能が働き、ヒーターが赤くなったり消えたりします。） 
・中央ヒーターの中に見える斜めのすじは、温度調節機能のセンサーです。 

お知らせ 

●火力キーを押すと好みの火力に合わせることができます。 
※火力は「１」～「12」まで調節できます。 

火力の目安 

「1」 

「1」 

「2」 「3」 「4」 

「4」 「7」 「10」 

１００W 
相当 

４００W １.１kW ２.０kW

「5」 「6」 「7」 「8」 「9」 「10」 「11」 「12」 

１００W 
相当 

２００W 
相当 

３００W ４００W ５００W ８００W １.１kW１.４kW１.６kW２.０kW２.５kW

※1 消費電力は、鉄ホーロー鍋を使った場合です。 
※2 アルミ・銅鍋などは火力「12」に設定しても最大約2.5kWとなります。 

※消費電力は、鉄ホーロー鍋を使った場合です。 

３.０kW

火力を上げる 

設定キー 火力キー 

火力を下げる 

保温など カレーやポタージュ
などのとろみのある
ものを煮込むとき 

煮魚やひと煮立ちし
たものを煮込むとき 

煮ものなど、煮汁が
多いものをひと煮た
ちさせるとき 

水を沸とうさせたり、
だし汁を煮たてると
き 

火力「7」～「12」 火力「6」～「7」 火力「4」～「6」 火力「1」～「4」 火力「1」 

中までじっくり火を
通すとき 

卵料理などの弱めの
炒めもの 

一般的な炒めもの 肉類を焼くとき 

火力「9」～「12」 火力「6」～「9」 火力「4」～「7」 火力「3」～「5」 

■火力調節について 

・火力キーで火力を調節するときはブザーが鳴りますが、設定キーで火力を調節するときはブザーが鳴りません。 

■火力調節時のブザーについて 

・アルミ・銅鍋などは鉄・磁性ステンレスなどと比べて、火力感が約20～30％弱くなります。 
・非磁性ステンレス鍋は、左ヒーターでも使えますが、オールメタル　　加熱（右ヒーター）でより高い火力で使
用することができます。 

■オールメタル　　加熱（右ヒーター）について 

とろ火 弱　火 中　火 強　火 ハイパワー 

消費電力（約） 
※1 ※2

消費電力（約） 
※ 

煮　る 蒸　す ゆでる 

焼　く 炒める 

左・右ヒーター 

火力の目安 

『　　　』（火力「3」） １.２kW
『　　　』（火力「2」） ６００W相当 
『　　　』（火力「1」） ３００W相当 

消費電力（約） 

中央ヒーター 
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